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「夏の散歩」

鈴木理絵子さん
（8ページに紹介記事）

空き家バンクに登録を

住宅用太陽光発電設備の設置費用の一部補助

家庭でできる食中毒予防の
6つのポイント！
児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費等
助成事業の手続きは８月中に　
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家庭でできる食中毒予防の
6つのポイント！

食中毒は、簡単な予防方法をきちんと守れば予防できます。

健康支援課健康支援課    蕁 36 36－11521152健康支援課  蕁 36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152問 

食中毒予防の3原則は、食中毒菌を「付けない・増やさない・やっつける」です。
※もし、お腹が痛くなったり、下痢をしたり、気持ちが悪くなったりしたら、かかりつけの医療機関に相談しま
しょう｡（厚生労働省作成の「家庭でできる食中毒予防の6つのポイント」から抜粋）

安房健康福祉センター
蕁22―4511

問 食品衛生県民ダイヤル
蕁043―221―6000

問



空
き
家
バ
ン
ク
と
は
・
・
・

市
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
通
し
て

市
へ
の
移
住
定
住
希
望
者
と
の
橋
渡
し
を

行
い
定
住
促
進
を
図
る
、
空
き
家
バ
ン
ク

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

現
在
、
お
住
ま
い
で
な
い
住
宅
、
ま
た

近
く
住
ま
な
く
な
る
予
定
の
住
宅
を
売
り

た
い
、
貸
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、

市
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
用
紙
な
ど
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か

企
画
政
策
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
賃
貸
、
分
譲

な
ど
を
目
的
と
す
る
物
件
は
除
き
ま
す
。

申
し
込
み
の
あ
っ
た
建
物
を
調
査
し
て

基
準
に
適
合
す
る
場
合
に
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
の
物
件
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

登
録
後
は
、
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
空
き
家
利
用
希
望
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福原俊夫さん 岩本紗知さん・慎ノ介くん親子

者
に
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
を
利
用
し
た
い
人
も
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
が
必
要
で
す
。

企
画
政
策
課

蕁
33
―
１
０
０
１

空
き
家
バ
ン
ク
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ak
iya-n

avi.co
m
/

m
inam

iboso_akiya_bank/

問

空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

安
房
歯
科
医
師
会
と
安
房
郡
市
の
共
催

に
よ
る
「
平
成
25
年
度
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
」
が
６
月
13
日
（
木
）、
鋸
南
町
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歯
科
医
師
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
親
と

子
の
部
で
は
岩
本
紗
知
さ

ち

さ
ん
と
慎し
ん

ノの

介す
け

く

ん
、
高
齢
者
の
部
で
は
福
原
俊
夫
さ
ん
が

市
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
親
と
子
の
部
】

最
優
秀
賞
　
岩
本
紗
知
・
慎
ノ
介

優
秀
賞
　
坂
本
絵
美
・
海か
い

翔と

【
高
齢
者
の
部
】

最
優
秀
賞
　
福
原
俊
夫

最
優
秀
賞
に
岩
本
さ
ん
親
子
・

福
原
さ
ん

〜
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
〜



②
ね
た
き
り
身
体
障
害
者

自
宅
で
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
ね
た
き

り
で
、
入
浴
、
食
事
、
排
便
な
ど
の
日
常

生
活
に
人
手
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
人
ま
た
は
そ
の
人
を
介
護
す
る

家
族

支
給
額
（
月
額
）

８
６
５
０
円

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得

が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
、
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
８
月
に
、
重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
は
４
月
に
所
得
状
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

３
級
ま
た
は
下
肢
障
害
４
級
の
一
部
の

人
（
内
部
障
害
を
除
く
）

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
狢
・
Ａ
の

１
・
Ａ
の
２
の
人

③
前
記
に
該
当
し
な
い
人
（
内
部
障
害
、

精
神
障
害
、
手
帳
未
所
持
な
ど
）
で
、

医
師
の
診
断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら

れ
る
人

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま

せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

１
級
（
重
度
障
害
者
）

５
万
４
０
０
円

２
級
（
中
度
障
害
者
）
３
万
３
５
７
０
円

特
別
障
害
者
手
当

精
神
や
身
体
に
著
し

い
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上

の
在
宅
障
害
者
に
支
給
し
ま
す
。

対
象
　
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が

あ
り
ま
す
。

①
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
（
上
肢
・
下
肢
・

体
幹
）
・
内
部
（
心
臓
・
呼
吸
器
・
腎

臓
・
肝
臓
・
血
液
）
・
免
疫
・
精
神
の

障
害
が
２
種
類
以
上
あ
る
人
で
、
お
お

4 2013年8月号　

障
害
児
福
祉
手
当

精
神
や
身
体
に
重
度

の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
障
害

児
に
支
給
し
ま
す
。

対
象
　
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が

あ
り
ま
す
。

①
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が

１
級
か
ら
２
級
の
人
、
療
育
手
帳
の
障

害
程
度
が
狢
・
Ａ
の
１
・
Ａ
の
２
の
人

②
前
記
に
該
当
し
な
い
人
で
、
医
師
の
診

断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
、
障
害
を

支
給
事
由
と
す
る
公
的
給
付
を
受
け
て

い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

１
万
４
２
８
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
や
身
体
に
重

度
ま
た
は
中
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
育
て
て
い
る
父
母
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
し
ま
す
。

対
象
　

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級
か
ら

む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級

か
ら
２
級
の
人
、
療
育
手
帳
の
障
害
程

度
が
狢
・
Ａ
の
１
・
Ａ
の
２
の
人

②
前
記
に
該
当
し
な
い
人
で
、
医
師
の
診

断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※
主
に
障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
人
が
対
象

で
す
が
、
１
つ
の
障
害
だ
け
で
も
、
一

定
の
基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
、
病
院
お

よ
び
診
療
所
な
ど
に
３
か
月
を
超
え
て

入
院
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

２
万
６
２
６
０
円

重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当

在
宅
重
度
知

的
障
害
者
、
ね
た
き
り
身
体
障
害
者
ま
た

は
そ
れ
ら
の
人
を
介
護
す
る
人
に
支
給
し

ま
す
。

対
象
　

①
在
宅
重
度
知
的
障
害
者

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
狢
、
狢
の
１
、

狢
の
２
、
Ａ
の
１
、
Ａ
の
２
と
判
定
さ

れ
た
20
歳
以
上
の
在
宅
者
ま
た
は
そ
の

人
を
介
護
す
る
家
族

※
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
重
度
と
判
定

さ
れ
た
人
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
課
　
蕁
36
│
１
１
５
１

障
害
手
当
の
ご
案
内

障
害
児
対
象
（
20
歳
未
満
）

障
害
者
対
象
（
20
歳
以
上
）

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
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重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
が
医
療
機
関
で

診
療
を
受
け
た
場
合
、
支
払
っ
た
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
級
ま
た

は
２
級
の
人

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
狢
、
狢
の
１
、

狢
の
２
、
Ａ
の
１
、
Ａ
の
２
の
人

支
給
内
容

・
保
険
診
療
分
医
療
費
が
支
給
対
象
で
す
。

・
入
院
し
た
時
の
食
事
代
は
除
き
ま
す
。

・
「
高
額
療
養
費
」
や
「
付
加
給
付
金
」
な

ど
、
医
療
費
が
公
費
負
担
さ
れ
る
場
合

や
各
種
保
険
制
度
か
ら
の
給
付
金
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
給
付
額
を
差
し
引
い

た
金
額
が
対
象
で
す
。

・
手
帳
が
交
付
さ
れ
た
月
の
初
日
の
医
療

費
か
ら
支
給
対
象
で
す
。

申
請
方
法

社
会
福
祉
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ

ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
健
康
保
険
証

・
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
）

・
印
鑑

・
保
険
診
療
分
の
明
細
が
わ
か
る
領
収
書

※
「
高
額
療
養
費
」「
付
加
給
付
金
」
が
医

療
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
た
場
合
、
給
付

さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る
書
類
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
が
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
の

証
明
が
必
要
で
す
。

※
医
療
費
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
の

初
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
、
申
請

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

市
町
村
民
税
が
一
定
額
以
上
の
人
は
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
課
税

状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
新
た
に
申
請
す

る
時
と
毎
年
８
月
に
、
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は

現
況
届
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、

平
成
25
年
８
月
診
療
分
以
降
の
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

社
会
福
祉
課

蕁
36
―
1
1
5
1

問

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
の
有
効
期

限
は
７
月
末
日
で
す
。
新
し
い
受
給
券
を

郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
古
い
受
給
券
は
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額
は
、
平
成
25
年
度
市
町
村

民
税
額
の
確
定
に
よ
り
、
変
更
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
己
負
担
額
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
・

外
国
税
額
控
除
・
配
当
控
除
・
寄
付
金
控

除
の
税
額
控
除
前
の
市
町
村
民
税
所
得
割

の
有
無
で
決
定
し
ま
す
。

受
給
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
社
会
福

祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課

蕁
36
―
1
1
5
1

市
に
は
、
法
務
大
臣
に
委
嘱
さ
れ
た
17

人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
７
月
１

日
付
け
で
５
人
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。人

権
擁
護
委
員
は
、
各
地
区
で
人
権
相

談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
家
庭
内
で
の

問
題
や
い
じ
め
、
差
別
な
ど
で
悩
ん
で
い

る
人
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問

７
月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
た
委
員

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

渋
谷
　
幸
一
　
　
（
富
山
地
区
）

鈴
木
　
建
夫
　
　
（
丸
山
地
区
）

吉
田
　
孝
道
　
　
（
千
倉
地
区
）

寺
澤
　
精
一
　
　
（
千
倉
地
区
）

浅
野
　
良
一
　
　
（
千
倉
地
区
）

市
民
課

蕁
33
―
１
０
５
１

問

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
に
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

８
月
１
日
か
ら
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
受
給
券
を
交
付
し
ま
し
た
。



6 2013年8月号　

と
が
で
き
ま
す
。

助
成
額

保
険
診
療
分
医
療
費
な
ど
の
自
己
負
担

分
で
、
次
の
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

通
院
・
調
剤
の
場
合

１
か
月
、
１
医
療
機
関
で
自
己
負
担
額

１
０
０
０
円
を
超
え
た
額

入
院
の
場
合

保
険
診
療
分
医
療
費
全
額

（
食
事
代
な
ど
は
助
成
対
象
外
）

※
高
額
療
養
費
、
付
加
給
付
金
、
そ
の
他

の
制
度
か
ら
給
付
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
額
を
除
い
た
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

支
払
時
期

申
請
月
の
翌
々
月
の
25
日

※
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
繰
り
上
げ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。
高
額
療
養
費
な
ど

に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
支
給
決
定

を
待
っ
て
か
ら
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

社
会
福
祉
課
に
母
子
自
立
支
援
員
を
配

置
し
、「
子
育
て
や
生
活
の
支
援
」「
就
業
支

援
」「
生
活
資
金
な
ど
の
貸
付
相
談
」
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
　
蕁
36
―
１
１
５
３

問

支
給
開
始
時
期

必
要
書
類
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
る

と
、
申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額

受
給
者
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前

年
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
認
定
請
求
す
る

場
合
は
前
々
年
）
の
所
得
額
に
よ
り
全
部
支

給
、
一
部
支
給
、
支
給
停
止
を
決
定
し
ま

す
。

全
部
支
給

４
万
１
４
３
０
円

一
部
支
給

９
７
８
０
円
か
ら

４
万
１
４
２
０
円

子
の
加
算
額

第
２
子
　
５
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
３
０
０
０
円

支
払
時
期

毎
年
４
月
、
８
月
、
12
月
に
前
月
分
ま

で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
払
日
は
各
支
払

月
の
11
日
で
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
繰
り
上
げ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
部
支
給
停
止

８
月
で
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
人

は
、
手
当
の
２
分
の
１
が
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
。

①
手
当
を
受
給
し
て
か
ら
５
年
経
過
し
て

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は

現
況
届
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
医
療
費

な
ど
の
助
成
を
受
け
て
い
る
人
は
資
格
申

請
書
の
提
出
が
毎
年
必
要
で
す
。
７
月
末

現
在
の
該
当
者
に
通
知
し
ま
し
た
の
で
、

８
月
中
に
社
会
福
祉
課
（
三
芳
分
庁
舎
）、

市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
は
右
記
の
３
か
所
の
み
で
受
付
を

行
い
ま
す
。

※
期
限
内
に
提
出
し
な
い
場
合
、
８
月
分
以

降
の
手
当
や
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

対
象
者

父
か
母
が
い
な
い
家
庭
、
父
か
母
が
一

定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
家
庭
な
ど
で
児

童
を
監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
期
間

児
童
が
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末
（
３
月

31
日
）
ま
で
　
※
児
童
の
心
身
に
基
準
以
上

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
児
童
が
20
歳
に

な
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

い
る
人

②
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７

年
経
過
し
て
い
る
人

※
就
業
し
て
い
る
人
や
障
害
の
状
態
に
あ

る
人
な
ど
は
、
必
要
書
類
を
提
出
す
れ

ば
減
額
さ
れ
ず
に
手
当
が
受
給
で
き
ま

す
。

対
象
者

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
、
そ
の
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
か
母
、
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
が

対
象
で
す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
期
間

児
童
が
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末
（
３
月

31
日
）
ま
で

※
児
童
の
心
身
に
基
準
以
上
の
障
害
が
あ

る
場
合
は
、
児
童
が
20
歳
に
な
る
ま
で

助
成
さ
れ
ま
す
。

助
成
開
始
時
期

必
要
書
類
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
る

と
、
申
請
し
た
日
か
ら
助
成
を
受
け
る
こ

児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
等
助
成
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
の

自
立
支
援

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
事
業

親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
事
業
の 

手
続
き

手
続
き
は
８
月
中
月
中
に
　
期
限

　
期
限
を
過
ぎ
る
と
手
当

と
手
当
や
助
成
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す 

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
事
業
の 

手
続
き
は
８
月
中
に
　
期
限
を
過
ぎ
る
と
手
当
や
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す 
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災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、
８
月
30
日

（
金
）
か
ら
９
月
５
日
（
木
）
ま
で
、
ま
た
、

毎
月
１
日
と
15
日
な
ど
に
体
験
利
用
が
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
家
族
や
知
人

と
の
安
否
確
認
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な
ど
の
大
き
な

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
被
災
地
の
人

が「
１
７
１
」の
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、

自
宅
の
電
話
番
号
あ
て
に
音
声
に
よ
る
安

否
情
報
を
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
、
電
話

番
号
を
知
っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
全
国

か
ら
再
生
が
で
き
ま
す
。

一
般
電
話
、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
利
用
で

き
ま
す
。

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な
ど
の
大
き
な

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
携
帯
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を

使
い
、
自
身
の
安
否
情
報
を
文
字
で
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
、
電
話
番
号
を
も
と
に

全
国
の
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
登
録
さ

れ
た
安
否
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

消
防
防
災
課
　
蕁
33
―
１
０
５
２

問

訪
問
に
よ
り
居
宅
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ

た
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
で
、
居
宅
で
寝

た
き
り
の
状
態
で
あ
り
、
介
護
保
険
や
ほ

か
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
入
浴
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
人

利
用
回
数

月
５
回
ま
で

利
用
費
用

市
町
村
民
税
課
税
世
帯
の
人

は
１
割
負
担
で
す
。
生
活
保
護
世
帯
ま
た

は
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料

で
す
。

社
会
福
祉
課
　

蕁
36
―
１
１
５
１

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
は
、
家
族
な
ど
と
の
安
否
確
認
の

電
話
が
大
量
に
殺
到
し
、
県
内
で
も
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
災
害
の
発
生
時
で
も
、
家
族

や
知
人
と
の
安
否
確
認
や
避
難
先
の
連
絡

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
災
害
用

伝
言
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

問
申

用
米
な
ど
）
は
そ
の
用
途
」
を
記
録
し
、
原

則
３
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実
際
の
取
引
で
は
、
必
要
事
項
が
記
載

さ
れ
て
い
る
伝
票
類
（
帳
簿
も
可
）
を
保
存

す
る
こ
と
で
、
記
録
・
保
存
の
義
務
を
果

た
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

産
地
情
報
の
伝
達

国
産
米
は
「
国
産
」、「
千
葉
県
産
」
な
ど
、

事
実
に
基
づ
き
産
地
を
伝
達
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

①
事
業
者
間
の
産
地
伝
達

米
・
米
加
工
品
を
取
引
、
事
業
者
間
の

移
動
を
行
う
場
合
、
商
品
の
容
器
・
包

装
ま
た
は
伝
票
な
ど
へ
記
載
。

②
一
般
消
費
者
へ
の
産
地
伝
達

米
・
米
加
工
品
を
販
売
す
る
場
合
、
容

器
・
包
装
へ
直
接
記
載
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
千
葉
地
域
セ

ン
タ
ー
流
通
監
視
チ
ー
ム

蕁
０
４
３
―
２
２
４
―
５
６
１
５

県
安
全
農
業
推
進
課
食
の
安
心
推
進
室

蕁
０
４
３
―
２
２
３
―
３
０
８
２

今
年
も
お
米
の
出
荷
時
期
が
近
づ
い
て

い
ま
す
が
、
お
米
の
取
引
を
行
う
際
に
関

係
す
る
法
律
に
つ
い
て
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。米

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
は
、
米
・
米

加
工
品
の
取
引
な
ど
を
し
た
際
に
、「
記
録

の
作
成
・
保
存
」
お
よ
び
「
産
地
情
報
の
伝

達
」
を
義
務
付
け

る
も
の
で
す
。

生
産
者
を
は
じ

め
、
米
・
米
加
工

品
を
扱
う
す
べ
て

の
事
業
者
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

対
象
品
目
（
米
・
米
加
工
品
）

・
玄
米
、
精
米
、
種
も
み

・
米
粉
や
米
こ
う
じ
な
ど
の
中
間
原
材
料

・
ご
飯
、
炊
き
込
み
ご
飯
、
お
に
ぎ
り

・
も
ち
、
だ
ん
ご
、
米
菓
な
ど

取
引
な
ど
の
記
録
の
作
成
・
保
存

米
・
米
加
工
品
を
取
引
、
事
業
者
間
の
移

動
、
廃
棄
を
行
う
場
合
に
、「
品
名
、
産
地
、

数
量
、
年
月
日
、
取
引
先
名
、
搬
出
入
の
場

所
、
用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
米
穀
（
加
工

身
体
障
害
者
等

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

米
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ

「
米
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」
に
つ
い
て

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）

災
害
用
伝
言
板

〜
災
害
時
の
安
否
確
認
方
法

を
確
認
し
よ
う
〜
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自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
自
衛
官
を
志

願
す
る
人
へ
の
情
報
提
供
や
、
自
衛
隊
地

方
協
力
本
部
の
行
う
募
集
の
た
め
の
広
報

活
動
に
対
し
援
助
を
行
い
ま
す
。

加
瀬
元
吉
さ
ん
（
丸
山
地
区
）
が
自
衛

官
募
集
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
６
月
１
日
か
ら
２
年
で
す
。

７
月
５
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ

の
ぼ
の
で
七
夕
集
会
が
行
わ
れ
、
51
組
１

１
８
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

親
子
で
短
冊
に
願
い
ご
と
を
書
き
、
願

い
が
叶
う
よ
う
に
と
、
笹
の
葉
に
飾
り
ま

し
た
。

短
冊
に
は
、「
大
き
く
な
り
ま
す
よ
う
に
」

や
「
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
り
た
い
」
な
ど

と
い
っ
た
願
い
ご
と
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
職
員
に
よ
る
「
織
姫
と
彦
星
」

の
話
を
聞
い
た
り
、
み
ん
な
で
踊
っ
た
り

し
て
、
楽
し
い
七
夕
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

市
防
災
協
力
会
は
、
７
月
２
日
（
火
）

か
ら
７
月
６
日
（
土
）
に
か
け
て
市
内
の

市
道
脇
な
ど
で
草
刈
り
奉
仕
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

作
業
に
は
、
加
盟
37
社
か
ら
延
べ
１
６

４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
防
災
協
力
会
は
、
市
内
の
建
設
業
者

を
中
心
と
し
、
公
共
の
防
災
や
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
現

在
で
は
37
社
が
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

願
い
が
叶か

な

う
と
い
い
な
!!

七
夕
集
会

市
防
災
協
力
会
に
よ
る

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

左から阿部本部長、加瀬元吉さん、石井市長

親子で楽しめる七夕集会

草刈作業の様子

「夏の散歩」鈴木理絵子さん（千倉地区）
千倉の瀬戸浜海岸を散歩する女の子をイメージしました。女の

子は散歩の途中で、近所の人からいただいたヒマワリを持ってい
ます。夏休みの、とある一日です。イラストを見た人が、楽しい
気持ちになってもらえたらうれしいです。
イラストはパソコンで作ります。色塗りの変更が簡単にできる

ので助かります。

＊作者の意向により写真の代わりに作品を掲載しています。表紙作品と併せると１枚の絵になります。

今月の表紙



目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

表
彰
・
作
品
発
表

最
優
秀
賞
　
１
点

優
秀
賞
　
　
３
点

優
良
賞
　
　
５
点

入
賞
者
に
は
、
表
彰
状
と
副
賞
（
図
書
カ

ー
ド
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

入
賞
者
の
発
表
は
、
個
人
に
通
知
し
、
広

報
紙
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

入
賞
作
品
は
、「
エ
コ
★
ニ
ュ
ー
ス
」
や

「
エ
コ
ラ
イ
フ
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
１
４
年
版
」

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
公
共
施
設
に
展
示
す
る

な
ど
、
環
境
保
全
活
動
に
広
く
活
用
し
ま
す
。

応募・問い合わせ
〒299－2492
南房総市富浦町青木28番地
南房総市　環境保全課
ＴＥＬ　３３―１０５３
ＦＡＸ　２０―４５９７
電子メール　
kankyo@city.minamiboso.chiba.jp
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環
境
標
語
を
募
集
し
ま
す

環
境
保
全
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
、

積
極
的
に
環
境
保
全
活
動
や
省
エ
ネ
活
動
を

行
う
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
環
境
標
語
を
募

集
し
ま
す
。

対
象

中
学
生
以
上
の
市
民
、
市
内
に
在

勤
・
在
学
し
て
い
る
人

内
容

自
然
環
境
、

地
球
温
暖
化
、
ご
み

問
題
、
大
気
・
水
環

境
な
ど
、
環
境
問
題

や
環
境
保
全
に
関
す

る
も
の
。

期
限

９
月
２
日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

応
募
方
法

下
の
応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の

様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
環
境
保
全
課
、

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
、
郵
送
（
官
製
は
が
き
可
）
で
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
応
募
は
１
人
１
点
で
、
未
発
表
作

品
に
限
り
ま
す
。

※
必
要
事
項
の
記
入
が
な
い
場
合
は
、
審
査

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
作
品
の
審
査
と

結
果
発
表
な
ど
を
行
う
た
め
に
使
用
し
、

Ｎo.69

エコ★ニュースエコ★ニュース
環境保全課  蕁 33－1053

 

平成24年度環境標語コンテスト　最優秀作品

「他人がやる」そう思わずに自分から
富浦中学校　加藤　海さん

平成25年度　環境標語コンテスト　応募用紙

氏　　　名 

住　　　所 
（〒　　　　　　　　） 

電 話 番 号  

標　　　語 

標 語 の  
内 容 説 明  
（理由） 

年　　齢 歳 

ふ 　り 　が 　な 

－  

切 り 取 り 線
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地球温暖化の防止と再生可能エネルギーの導入促進を図るため、住宅用の太陽光発電設備を設置する
人に補助金を交付します｡
●対象となる設備
・住宅の屋根などへの設置に適しているもの｡
・（財）電気安全環境研究所（JET）の認証を受け、（財）太陽光発電協会太陽光発電普及拡大センター（J-
PEC）に登録してあり、一定の品質および性能が確保されているもの｡
・対象設備による発電量のうち、余剰電力を電力会社へ送電できるように連系させているもの｡
・太陽電池の最大出力（太陽電池モジュールの公称最大出力）の合計値が10キロワット未満のもの｡
・未使用品のもの｡
●補助金額
太陽電池最大出力1キロワット当たり20,000円
※上限は70,000円です｡1,000円未満の端数は切り捨てとなります｡
【計算例】1枚あたり183ワット（0.183キロワット）の太陽電池モジュール（パネル）を22枚設置する場合
最大出力の計算 0.183キロワット×22枚＝4.026≒4.03キロワット（小数点以下第3位を四捨五入）

最大出力4.03キロワットとなります｡
補助金の計算　20,000円×4.03キロワット＝80,600円

補助金額は、上限の70,000円となります｡
●補助金対象者
・市内に住所がある人、または実績報告書の提出までに市内に住所が
ある人｡
・自分が居住または居住を予定している一戸建て住宅（店舗などとの
併用住宅を含む）に使用するために設置する人｡

・実績報告書の提出までに電力会社と電力受給契約をする人｡
・市税などに滞納がない人｡
●補助金交付手続きの流れ
１　交付申請書に必要書類を添えて環境保全課に提出してください｡
２　書類審査後、交付決定通知書を郵送します｡
３ 工事完了後、30日以内、または平成26年2月28日（金）のいずれか早い日までに、実績報告書と必要

書類を環境保全課へ提出してください｡
４　書類審査後、確定通知書を郵送します｡
５　確定通知書を受領後、交付請求書を環境保全課に提出してください｡
工事着工前に交付申請を行い、交付決定通知を受けてから設置工事を実施してください｡
申請書は、環境保全課にあります｡市のホームページからも入手できます｡

●申請期限　平成26年1月15日（水） ※予算がなくなり次第、受付を終了します｡
※詳しくは、市のホームページをご覧になるか、環境保全課へお問い合わせください｡

住宅用太陽光発電設備の設置費用の一部を補助します

「エコライフ★カレンダー2014年版」に掲載する有料広告を募集します｡
カレンダーには、環境ポスターおよび環境標語コンテストの入賞作品や環境

に関する情報を掲載し、環境保全の普及啓発を図ります｡
広告掲載規格など

有料広告募集 エコライフ★カレンダー事業者の皆さんへ

掲載位置 

枠の大きさと掲載枠数 

掲載料金 

作成部数 

カレンダーの配布対象者 

カレンダーの日付ページの下部 

1号広告　縦30ミリメートル×横270ミリメートル　　12枠以内 
2号広告　縦30ミリメートル×横130ミリメートル　　24枠以内 

1号広告　1枠　5,000円、2号広告　1枠　2,500円 

5,000部 

市内小・中学生および希望する市民へ配布します｡ 

申込期限 9月17日（火）まで
申込方法 市のホームページから『環境啓発冊子広告掲載申込書』を入手して必要事項を記入し、添

付書類を添えて環境保全課に提出してください｡
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キムのつぶやき⑪

「
自
宅
に
勧
誘
電
話
が
頻
繁
に
か
か
っ

て
き
ま
す
。
何
度
も
断
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
い
ま
だ
に
止
み
ま
せ
ん
」

こ
の
よ
う
な
苦
情
相
談
が
定
期
的
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
話
に
よ
る
販
売
形

態
は
特
定
商
取
引
法
で「
電
話
勧
誘
販
売
」

と
さ
れ
、規
制
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

規
制
内
容
の
中
に
は
、

・
勧
誘
電
話
の
際
は
、
会
社
名
、
担
当
者

名
、
勧
誘
目
的
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
消
費
者
が
断
っ
た
場
合
の
再
勧
誘
を
禁

止
す
る
。

と
い
う
項
目
が
あ
り
、
事
業
者
は
こ
れ
に

沿
っ
て
営
業
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
実
際
に
は
法
を
無
視
し
た
電

話
勧
誘
行
為
は
多
く
あ
り
、
国
に
お
い
て

行
政
指
導
・
行
政
処
分
対
象
と
さ
れ
、
消

費
者
か
ら
国
へ
の
申
出
制
度
（
※
）
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

早
く
電
話
を
切
り
た
い
か
ら
と
、
あ
い

ま
い
な
返
事
を
す
る
と
再
勧
誘
電
話
を
招

い
た
り
、
契
約
意
志
が
あ
る
と
誤
解
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
勧
誘
を
断
る

の
に
理
由
は
い
り
ま
せ
ん
。
一
言
「
や
り

ま
せ
ん
」「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
契
約

意
志
の
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
伝
え
、

し
つ
こ
い
電
話
勧
誘

消
費
生
活
相
談
窓
口

市
消
費
生
活
相
談

蕁
33
―
４
３
０
０

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

＊
来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課

蕁
33
―
１
０
９
２

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
７
―
４
３
４
―
０
９
９
９

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

問
申

消
費
相
談
窓
口
か
ら
⑫

今月は、私の好きなスポーツ、乗馬の一つの種類で
ある「障害飛越」について話します。障害飛越というの
は馬に乗り、10ぐらいの障害があるコースを飛び、タ
イムと減点によって審判されるスポーツです。馬が障
害の前で止まるか、バーが落下したら、減点されます。
同じ減点数の騎手がいる場合は、タ
イムで順位が決まります。馬が2回
止まるか騎手が落馬したら、失権
（失格）となります。
5月に3日間、千葉市の試合に行っ
てきました。初日、二日目は減点が
あったので、最終日の朝は少し緊張
しました。でも、コースをなんとか
クリアでき、5位になりました。次
は絶対うまくやりたいと思います。
将来はオリンピック選手になりたい
ので、その夢を実現できるように頑張ります!

これまでのお礼
話は変わりますが、残念ながら今月をもちまして、

私のコラムは最後になります。8月からは、カリフォル
ニア州サンフランシスコ市出身のヒロイ・アリサさん
が受け継ぎます。よろしくお願いします！
読んでくださっている市民の皆さんのおかげで、こ

のコラムは価値のあるものになったと思います。今ま
でありがとうございました！

This month, I'm going to talk about my favorite sport, a
discipline of horseback riding called show jumping. Show
jumping is a sport where you ride a horse around a course of
about ten obstacles, and you are judged based on time and
faults. Faults are incurred when your horse refuses a jump or

knocks a rai l .  Riders with the same
number of faults are then placed by who
had the fastest time. If your horse refuses
twice or if you fall off, you are disqualified.
In May, I went to a horse show in Chiba

City for three days. I had some faults over
the first two days, so I was a bit nervous
coming in to the last day. However, I
managed to have a clear round, and I
ended up placing 5th. I really want to do
better next time. I want to be an Olympic

competitor in the future, so I have to work hard to realize that
goal!

Thank you for everything！
On another topic, unfortunately this month will be my last

article. In August, Arisa Hiroi, from San Francisco, California
will be taking my place. Please give her a warm welcome! 
I believe that this column became something of value

thanks to the citizens who are reading it! Thank you so
much!

電
話
を
切
る
の
が
一
番
で
す
。

身
に
危
険
を
感
じ
る
行
為（
脅
迫
な
ど
）

を
さ
れ
た
と
き
は
、
警
察
へ
情
報
提
供
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。

（
※
）
申
出
制
度
は
消
費
者
個
人
が
抱
え

て
い
る
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
措
置
の
発
動
に
つ

な
が
る
情
報
提
供
制
度
で
す
。

申
出
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は
、

消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

お
電
話

く
だ
さ
い

南房総市国際交流員

文・訳　Kimberly
キ ン バ リ ー

Miller
ミ ラ ー

乗馬（障害飛越競技） Show Jumping 



調
査
項
目

現
在
居
住
し
て
い
る
住
居
に
関
す

る
事
項

・
居
住
室
の
数
・
広
さ
、
所
有
関

係
、
建
築
時
期
、
床
面
積
、
家

賃
、
高
齢
者
な
ど
の
た
め
の
設

備
、
増
改
築
お
よ
び
改
修
工
事

（
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
も
の

を
含
む
）
に
関
す
る
事
項

世
帯
に
関
す
る
事
項

・
世
帯
構
成
、
通
勤
時
間
、
現
住

居
の
入
居
時
期
、
前
住
所
の
所

在
地
な
ど

現
住
居
以
外
の
住
宅
お
よ
び
土
地

に
関
す
る
事
項

・
所
有
関
係
、
所
在
地
、
面
積
、

土
地
の
利
用
状
況
な
ど

そ
の
ほ
か
に
、
調
査
員
が
建
物

の
建
て
方
や
構
造
な
ど
を
調
査
す

る
項
目
が
あ
り
ま
す
。

９
月
下
旬
か
ら
、
抽
出
さ
れ
た

世
帯
に
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入

の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
は
、
千
葉
県
知
事
発
行

の
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

情
報
推
進
課

蕁
33
―
１
０
０
３

労
働
力
調
査
は
、
総
務
省
が
毎

月
公
表
し
て
い
る
「
完
全
失
業
率
」

の
も
と
に
な
る
調
査
で
、
国
の
経

済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
県

か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
は
、
千
葉
県
知
事
発
行

の
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象

千
倉
地
区
（
平
舘
）

の
一
部
の
世
帯

調
査
期
間

平
成
25
年
９
月
か
ら

平
成
26
年
１
月
ま
で

県
総
合
企
画
部
統
計
課
　

蕁
０
４
３
―
２
２
３
―
２
２
２
０

問 問
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住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、「
統

計
法
」
に
基
づ
い
た
基
幹
統
計
調

査
で
、
昭
和
23
年
か
ら
５
年
ご
と

に
行
わ
れ
、
今
回
で
14
回
目
の
調

査
に
な
り
ま
す
。

10
月
１
日
を
調
査
期
日
に
、
統

計
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
抽
出
さ
れ

た
調
査
区
域
内
の
住
宅
や
、
そ
こ

に
住
む
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
居

住
の
実
態
、
住
宅
・
土
地
の
所

有
・
利
用
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

調
査
の
ね
ら
い
は
？

少
子
・
高
齢
化
社
会
を
支
え
る

居
住
環
境
、
耐
震
性
・
防
火
性
と

い
っ
た
住
宅
性
能
水
準
の
達
成
度

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
住
宅
、
土

地
の
有
効
利
用
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
す
。

※
東
日
本
大
震
災
後
、
最
初
の
調
査

と
な
る
こ
と
か
ら
、
震
災
に
よ
る

転
居
や
改
修
工
事
に
関
す
る
実
態

も
把
握
し
ま
す
。

平
成
25
年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

〜
私
た
ち
の
住
生
活
の
実
態

を
明
ら
か
に
〜

8月の 8月の 

掲 示 板 

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

県
民
手
帳
が
今
年
も
発
売
さ
れ
ま

す
。
手
帳
に
は
、
県
の
統
計
資
料

や
、
公
共
機
関
な
ど
の
情
報
も
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

価
格

１
冊
５
０
０
円

大
き
さ

縦
１
４
５
㎜
×
横
85
㎜

色

紺
ま
た
は
黄
色
の
２
色

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は
、
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
電
話
番
号
・

希
望
の
色
と
数
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
　
８
月
28
日
（
水
）

引
渡
予
定

10
月
上
旬
以
降
、
代

金
引
き
換
え
で
、
情
報
推
進
課
、

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ

ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す
。

情
報
推
進
課

蕁
33
―
１
０
０
３

FAX
20
―
４
５
９
６

問
申

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

２
０
１
４
年
版
県
民
手
帳

予
約
受
付
を
始
め
ま
す

お
し
ら
せ



平
成
26
・
27
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会
『
き

ず
な
』
は
、
日
本
で
唯
一
、
料
理

の
神
様
を
祀ま
つ

る
高
家
神
社
を
活

用
し
て
、
地
場
産
品
の
育
成
や

販
路
開
拓
を
目
的
と
し
た
推
奨

制
度
を
始
め
ま
す
。

南
房
総
市
産
の
原
材
料
を
用

い
た
も
の
や
、
市
内
で
製
造
加

工
さ
れ
た
も
の
の
中
で
、
高
家

学
ぼ
う
会
が
ふ
さ
わ
し
い
と
認

め
た
も
の
を
「
ふ
る
さ
と
産
品
」

と
し
て
推
奨
し
、
庖
丁
式
の
様

子
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
シ
ー
ル
を

貼
り
付
け
る
制
度
で
す
。

市
の
観
光
資
源
で
も
あ
る
高

家
神
社
と
、
市
内
の
優
れ
た
産

品
を
合
わ
せ
て
市
内
外
へ
広
く

ピ
ー
ア
ー
ル
し
ま
す
。

募
集
期
限

９
月
25
日
（
水
）

応
募
方
法

千
倉
地
域
づ
く
り

協
議
会
『
き
ず
な
』
事
務
局
に
電

話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
後

日
、
申
請
書
を
お
届
け
し
ま
す
）。

審
査
発
表

随
時
発
表
し
ま
す

（
通
知
お
よ
び
「
南
房
総
い
い
と

こ
ど
り
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

費
用

「
ふ
る
さ
と
産
品
」
に
推

奨
さ
れ
た
場
合
は
、「
ふ
る
さ
と

産
品
推
奨
品
シ
ー
ル
」
を
１
枚

10
円
で
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

そ
の
他

「
ふ
る
さ
と
産
品
」
に

推
奨
さ
れ
た
場
合
は
、「
ふ
る
さ

と
産
品
推
奨
品
販
売
店
」の
の
ぼ

り
旗
１
組
を
無
償
貸
与
し
ま
す
。

10
月
17
日
（
木
）
に
開
催
す
る

「
高
家
神
社
　
秋
の
例
大
祭
」
で
、

「
ふ
る
さ
と
産
品
推
奨
品
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
置
し
、
販
売
や
試
食

会
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会

『
き
ず
な
』
事
務
局
　

蕁
44
―
１
１
１
３

問

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
う
え
、

印
刷
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

千
葉
県
電
子
自
治
体

共
同
運
営
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

を
使
っ
て
事
前
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

財
政
課
　

蕁
33
―
１
０
２
２

南
房
総
地
域
を
中
心
に
音
楽
活

動
を
し
て
い
る
音
楽
団
体
、
小
学
校

な
ど
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
が
、
日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

と
き

８
月
24
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時
30
分

と
こ
ろ

朝
夷
小
学
校
　
体
育
館

（
無
料
駐
車
場
あ
り
）

参
加
費

無
料

朝
夷
商
工
会
青
年
部

（
担
当
）
岡
崎

蕁
44
―
１
３
３
１

問 問
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南
房
総
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
開
催

7月25日（木）に実施されました
●南房総市議会第２回臨時会を招集

7月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索 南房総市／定例記者会見 

クリック 

入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
説
明
会

ぼ
し
ゅ
う

「
ふ
る
さ
と
産
品
」
の

募
集
に
つ
い
て

ふるさと産品推奨品シール

と　き と　こ　ろ 

8月20日（火） 

8月22日（木） 

8月28日（水） 

9月　2日（月） 

9月　4日（水） 

9月　6日（金） 

9月12日（木） 

香取市佐原文化会館 

茂原市民会館 

君津市民文化ホール 

市川市文化会館 

柏市民文化会館 

千葉市民会館 

千葉市民会館 

午
前
の
部

午
前
10
時
か
ら

午
後
の
部

午
後
２
時
か
ら

※
30
分
前
に
開
場
し
ま
す
。
午
前

と
午
後
の
説
明
は
、
同
じ
内
容

で
す
。

説
明
内
容

・
入
札
参
加
資
格
申
請
の
概
要
・

変
更
点
に
つ
い
て

・
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て

※
資
料
は
、
千
葉
県
電
子
自
治
体

共
同
運
営
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ



市
内
商
工
業
者
の
皆
さ
ん

募
集
期
間

９
月
30
日
（
月
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

朝
夷
商
工
会

蕁
44
―
１
３
３
１

内
房
商
工
会

蕁
33
―
２
２
５
７

と
き

12
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ

南
総
文
化
ホ
ー
ル
・
小

ホ
ー
ル
（
館
山
市
北
条
７
４
０
―

１
）

応
募
資
格

・
県
内
に
在
住
す
る
外
国
人

・
日
本
在
住
通
算
年
数
が
初
級
は

５
年
以
内
、
上
級
は
制
限
な
し

・
過
去
の
本
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
て
い
な
い
こ
と
（
初
級

で
受
賞
し
て
い
る
人
が
、
上
級

へ
応
募
す
る
こ
と
は
可
能
）

募
集
人
数

初
級
８
人
、
上
級
５

人 問

14 2013年8月号　

8月の 8月の 

掲 示 板 

テ
ー
マ

自
由

発
表
時
間

５
分
以
内
（
原
稿
使

用
可
）

応
募
方
法

発
表
内
容
を
日
本
語

で
４
０
０
字
程
度
に
要
約
し
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
市
民
課
、
南
総
文
化

ホ
ー
ル
受
付
に
あ
り
ま
す
。
南
総

文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

10
月
10
日
（
木
）

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
事
務
局
　

（
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル
内
）

蕁
22
―
１
８
１
１

問

「
一
店
い
っ
て
ん
」
運
動
推
進

事
業
は
、
市
内
の
商
工
業
者
が
、

お
店
独
自
の
こ
だ
わ
り
商
品
、
こ

こ
で
し
か
買
え
な
い
商
品
、
心
温

ま
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、「
こ
の
お

店
の
特
徴
で
あ
る
い
っ
て
ん
（
一

点
）」
を
消
費
者
に
ピ
ー
ア
ー

ル
・
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お

店
の
フ
ァ
ン
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増

や
し
、
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図

る
事
業
で
、
朝
夷
商
工
会
、
内
房

商
工
会
が
事
業
主
体
と
な
り
ま

す
。具

体
的
な
事
業
内
容
は
、
①
こ

だ
わ
り
商
品
の
発
掘
ま
た
は
目
玉

と
な
る
お
店
の
「
い
っ
て
ん
」
の

掘
り
起
こ
し
、
②
お
店
の
い
っ
て

ん
ピ
ー
ア
ー
ル
お
よ
び
お
披
露
目

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
ま
た
は

参
加
、
③
新
た
な
商
品
開
発
の
た

め
の
研
修
、
勉
強
会
の
開
催
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

実
施
に
あ
た
り
、
参
加
店
を
募

集
し
ま
す
。

条
件

事
業
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

「
一
店
い
っ
て
ん
」
運
動

推
進
事
業
参
加
店
募
集

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

外
国
人
に
よ
る
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

出
場
者

有料広告

人口の動き（平成25年8月1日現在）は、

広報みなみぼうそうお知らせ版9月号

（8月22日発行）に掲載します｡



事
件
・
事
故
が
起
き
て
か
ら
、

最
初
の
う
ち
は
一
種
の
シ
ョ
ッ

ク
状
態
が
続
く
こ
と
が
多
く
、

体
や
心
に
変
調
を
き
た
し
ま
す
。

事
件
そ
の
も
の
が
ど
う
し
て

も
信
じ
ら
れ
ず
、
呆
然
ぼ
う
ぜ
ん

と
し
て

悲
し
む
こ
と
さ
え
で
き
ず
に
過

ご
す
人
も
い
ま
す
。

で
も
、
こ
れ
は
決
し
て
異
常

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
突

然
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
後
で

は
、
正
常
な
こ
と
な
の
で
す
。

被
害
を
受
け
た
人
や
、
そ
の

ご
家
族
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

や
苦
悩
を
抱
え
て
い
ま
す
。

「
誰
か
に
相
談
し
た
い
」
と

思
う
時
は
、
千
葉
犯
罪
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

千
葉
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー

蕁
０
４
３
―
２
２
５
―
５
４
５
０

問
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昔
む
か
し
、
疫
病
の
流
行

は

や

っ
た
あ
る
年
で
し
た
。

安
房
国
府
中
の
祇
園
社

ぎ
お
ん
し
ゃ

（
今
の
八
坂
神
社
）
の
別
当
徳
蔵
院
の
夢
枕
に

白
髪
の
老
人
が
立
ち
、「
神
輿

み
こ
し

を
造
っ
て
お
浜
に
祀ま

つ

っ
て
み
よ
、
さ
す
れ

ば
こ
の
疫
病
は
治
ま
る
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

別
当
の
話
を
聞
い
た
里
人
た
ち
が
さ
っ
そ
く
神
輿
を
造
り
、
祇
園
社
の

祭
神
・
牛
頭

ご

ず

天
王
て
ん
の
う

の
御
霊
み
た
ま

を
お
遷う
つ

し
し
て
、
６
月
14
日
、
平
久
里
川
の
流

れ
の
中
を
通
し
、
鏡
ヶ
浦
の
浜
辺
に
渡
御
、
神
楽

か
ぐ
ら

を
奏
し
ま
す
と
、
白
髪

の
老
人
の
お
告
げ
ど
お
り
、
府
中
の
里
の
疫
病
が
治
ま
っ
た
の
で
す
。

里
人
た
ち
は
大
喜
び
で
、
そ
の
時
の
６
月
14
日
を
例
祭
と
定
め
ま
し
た
。

府
中
の
祇
園
社
に
は
不
思
議
な
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
浜
辺
か
ら
社
へ
神
輿
が
還
御
し
ま
す
と
、
以
後
、

３
か
月
間
は
氏
子
と
い
え
ど
も
、
社
の
玉
垣
の
内
へ
近
寄
る
こ
と
が
禁

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を

犯
せ
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
祟た

た

り
を
蒙
こ
う
む

る
と
い
う
の
で
す
。

あ
る
年
、
別
当
が
神
輿
の
鍵
を
忘

れ
社
殿
に
上
が
ろ
う
と
、
鳥
居
の
辺

り
に
行
き
ま
す
と
、
山
中
一
面
に
赤

い
蛇
が
現
れ
て
、
一
足
も
進
む
こ
と

が
で
き
ず
、
寺
へ
帰
る
と
７
日
間
も

治
ら
ぬ
病
に
罹か

か

っ
た
そ
う
で
す
。

第88話
生稲謹爾

「府中祇園社の
祭り」

八坂神社

・ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter(ツイッター)アドレス
http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
http://www.chiba-tv.com/shicho/
（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

事
件
・
事
故
に
あ
わ
れ

た
方
へ そ

う
だ
ん

労
災
職
業
病
な
ん
で
も

相
談
会

私
た
ち
の
周
囲
に
は
、
依
然

と
し
て
労
働
災
害
・
職
業
病
・

交
通
事
故
な
ど
が
多
発
し
、
多

く
の
労
働
者
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
長
時
間
過
密
労
働
に

よ
り
慢
性
的
な
疲
労
や
メ
ン
タ

ル
疾
患
に
悩
ん
で
い
る
労
働
者

も
増
え
て
い
ま
す
。

相
談
会
で
は
、
労
災
事
故
後

の
補
償
相
談
を
は
じ
め
、
労
災

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

乗
り
、
相
談
者
の
問
題
解
決
に

あ
た
り
ま
す
。

と
き

８
月
31
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

場
所

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン

タ
ー

対
応
者

弁
護
士
・
労
働
安
全

衛
生
管
理
者
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
ほ
か

費
用
　
無
料

予
約

不
要
・
当
日
受
付

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

蕁
０
４
３
―
２
２
５
―
４
５
６
７

問



１
／
ｆ
（
え
ふ
ぶ
ん
の
い
ち
）
は
、「
揺
ら
ぎ
」「
癒
し
」

の
リ
ズ
ム
と
も
呼
ば
れ
、
風
の
そ
よ
ぎ
、
水
の
流
れ
な
ど

の
函
数

か
ん
す
う

の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
リ
ズ

ム
が
あ
ふ
れ
る
丸
山
地
区
の
大
井
に
事
務
所
を
置
い
て
、

人
が
集
う
「
場
」
を
つ
く
り
、
新
し
い
暮
ら
し
へ
の
道
を

提
案
す
る
こ
と
を
目
標
に
平
成
23
年
か
ら
活
動
を
始
め
、

平
成
25
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容
は
、
古
民
家
と
菜
園
を
利
用
し
た
南
房

総
市
へ
の
移
住
促
進
窓
口
の
運
営
と
定
着
支
援
で
す
。
え

ふ
ぶ
ん
の
い
ち
計
画
と
し
て
活
動
す
る
前
に
も
「
海
辺
の

八
兵
衛
」
の
名
称
で
窓
口
を
運
営
し
て
い
て
、
そ
の
頃
か

ら
数
え
る
と
、
５
年
間
で
南
房
総
市
へ
の
移
住
者
が
ち
ょ

う
ど
30
組
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
間
60
組
ほ
ど
の
人

が
相
談
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

移
住
後
の
ケ
ア
も
大
切
な
活
動
で
あ
り
、
販
路
開
拓
な

ど
の
就
農
支
援
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
作
成
を
通

し
て
、
起
業
や
イ
ベ
ン
ト
活
動
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
移
住
し
て
こ
ら
れ
た
方
同
士
や
地
域
の
方
と

の
つ
な
が
り
を
生
む
た
め
の
交
流
会
を
開
催
し
、
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
広
が
っ
て
い

く
こ
と
が
、
こ
の
活
動
を
し
て
い
る
何
よ
り
の
喜
び
で
あ

り
、
移
住
し
て
こ
ら
れ
た
方
は
、
ま
る
で
自
分
の
子
ど
も

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
南
房
総
の
「
お
と
ん
」

「
お
か
ん
」
と
し
て
、
で
き
る
限
り
の
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ふ
ぶ
ん
の
い
ち
計
画

理
事
長
　
堀
内
千
鶴
子

蕁
46
―
８
１
１
０
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○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 
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医療法人財団 鋸南きさらぎ会 

1号　10,000円/月
料金割引　5％～最大20％OFF

広告募集中

※　3か月連続で5％割引
※　10か月～12か月連続で20％割引
お申し込みは情報推進課にお願いします。
蕁 33－1003

遊々里山での移住者交流会


